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１【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】
　2023年６月28日に提出いたしました第41期（自　2022年４月１日　至　2023年３月31日）有価証券報告書の記載事項

の一部に訂正すべき事項がありましたので、これを訂正するため有価証券報告書の訂正報告書を提出するものでありま

す。

 

２【訂正事項】
第一部　企業情報

第２　事業の状況

２　サステナビリティに関する考え方及び取組

第４　提出会社の状況

４　コーポレート・ガバナンスの状況等

(1）コーポレート・ガバナンスの概要

(1）会社の機関の内容および内部統制システムの整備の状況等

①　会社の機関の基本説明

(3）監査の状況

②　内部監査の状況

 

３【訂正箇所】
　訂正箇所は＿＿＿を付して表示しております。

　なお、「第４　提出会社の状況　４　コーポレート・ガバナンスの状況等　(1）コーポレート・ガバナンスの概要」

の「(2）リスク管理体制の整備の状況」につきましては図の差替えを行っております。

 

第一部【企業情報】

第２【事業の状況】

２【サステナビリティに関する考え方及び取組】

　　（訂正前）

（省略）

(1）(2）（省略）

 

　　（訂正後）

（省略）

(1）(2）（省略）

 

(3）戦略

　当社における、人材の多様性の確保を含む人材の育成に関する方針及び社内環境整備に関する方針は、以下のと

おりです。

　まず人材育成方針ですが、厚生労働大臣登録福利厚生会社の公共的使命を果たすためには、その誇りと良心を

もって業務に取り組む社員を育成することが必要不可欠です。社員の大半が中途採用であるため、人材の多様性を

確保するべく幅広いバックグラウンドの方を採用し、ＯＪＴに加え、社内外での研修、勉強会等を通じて、必要な

人材を育成してまいります。

　次に社内環境整備方針ですが、多様な人材が活躍できるようにするため、子供の出生・育児に伴う休業取得や時

短勤務をしやすくする施策、介護と仕事を両立できるようにするための施策、定年後の再雇用者をメインとするシ

ニア層が活躍できるようにするための施策等、働きやすい職場環境づくりに取り組んでまいります。
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(4）指標及び目標

　人材の多様性の確保を含む人材育成方針については、提出日時点において指標及び目標を定めていないため記載

しておりませんが、今後の当社の課題として検討してまいります。

　社内環境整備方針については、次の指標を用いており、当該指標に関する目標及び実績は、次のとおりでありま

す。

指標 目標 2023年３月期実績

男性育児休業取得率 50％ 0％

　なお、介護と仕事との両立、シニア層活躍については、指標及び目標を定めていないため記載しておりません

が、今後の当社の課題として検討してまいります。

 

第４【提出会社の状況】

４【コーポレート・ガバナンスの状況等】

（１）【コーポレート・ガバナンスの概要】

（１）会社の機関の内容および内部統制システムの整備の状況等

①　会社の機関の基本説明

　　（訂正前）

イ．～ニ．（省略）

 

　　（訂正後）

イ．～ニ．（省略）

ホ．取締役会の活動状況

　当事業年度において当社は取締役会を５回開催しており、個々の取締役の出席状況は次のとおりであります。

役職名 氏名 取締役会出席状況

代表取締役会長 戸苅　利和 全５回中５回

代表取締役社長 角　秀洋 全５回中５回

専務取締役 髙田　順弘 全５回中５回

取締役 松沢　孝治 全５回中５回

取締役 片岡　秀蔵 全４回中４回

※全回数が異なるのは、就任時期の違いによるものであります。

なお、上記のほか、高橋武紀氏が、取締役として、2022年６月28日まで、取締役会１回中１回出席しております。

 

　取締役会における具体的な検討内容として、決算関係、定時株主総会関係、株式譲渡関係、経営計画関係、退任

取締役に対する退職慰労金贈呈、役員等賠償責任保険契約の締結等があり、いずれも検討の結果承認されておりま

す。
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（２）リスク管理体制の整備の状況

　　（訂正前）

（省略）

（別図）
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　　（訂正後）

（省略）

（別図）

 

 

（３）【監査の状況】

②　内部監査の状況

　　（訂正前）

当社の内部監査については、監査室が１名体制で年間の監査計画を策定のうえ、実施しております。監査室

は、内部監査規程に基づき監査を実施したときには監査報告書を作成のうえ代表取締役に提出し、また監査結果

を監査役に報告しており、監査役等と密接に連携を保ちながら監査の適正化および効率の向上を図るよう努めて

おります。

 

　　（訂正後）

当社の内部監査については、監査室が１名体制で年間の監査計画を策定のうえ、実施しております。監査室

は、代表取締役に直接内部監査結果を報告する他、取締役会にも直接報告を行う仕組みが構築されており、毎回

出席し直接報告を行っています。また、常勤監査役とは、内部監査計画の情報共有のほか、内部監査実施前の打

合せ、実施後の報告を行っており、緊密に連携しています。監査役会には出席しておりませんが、常勤監査役を

通じて監査役全員に報告されており、また監査役全員が出席する取締役会にて直接報告を行っていることから、

監査役会への出席と同等の情報共有がなされております。
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